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首
ア

り
ヽ
～
わ才

の
か
」
、
「
何
故
に
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
焼
け
跡
か
ら

奇
跡
の
経
済
復
興
が
で
き
た

　
　
　
　
　
　
荒
波
茂
　
　
の
か
」
そ
し
て
「
何
故
に
幕

　
新
春
の
夢
を
見
た
。
「
世
末
に
欧
米
の
植
民
地
に
な
ら

界
末
流
遺
産
」
会
議
が
笠
岡
な
か
。
た
の
か
」
で
あ
る
。

市
の
飛
島
で
開
催
さ
れ
て
い
モ
ン
ゴ
ル
は
1
3
世
紀
か
ら
1
5

る
夢
で
あ
る
。

　
　
「
世
界
未
来
遺
産
」
と
は

簡
潔
に
言
え
ば
「
温
故
知
新
」

で
あ
る
。
歴
史
的
叡
智
を
学

び
、
現
代
的
意
義
を
討
議
し
、

未
来
に
向
け
て
活
用
す
る
こ

と
で
あ
る
。
真
の
教
養
と
は

過
去
の
歴
史
か
ら
明
日
へ
の

教
訓
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

参
加
国
は
中
央
ア
ジ
ア
か
ら

は
モ
ン
ゴ
ル
、
西
ア
ジ
ア
か

世
紀
に
か
け
て
世
界
最
大
の

瀬
戸
内
海
は
淀
川
か
ら
琵
琶

湖
に
通
じ
て
い
る
。
一
方
、

海
外
で
は
中
国
に
通
じ
て
い

る
。
島
国
で
あ
る
日
本
の
覇

者
は
中
国
と
の
貿
易
の
利
益

を
御
朱
印
船
の
名
の
も
と
に

独
占
。
瀬
戸
内
海
で
は
紀
伊

水
道
と
豊
後
水
道
の
潮
流
が

ユ
上
フ
シ
ア
帝
国
を
建
設
し
交
わ
る
場
所
が
飛
島
で
あ

た
。
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
は
６
る
。

０
０
年
間
の
世
界
最
長
の
統
　
大
潮
の
時
に
大
飛
島
と
小

治
の
歴
史
が
あ
る
。
イ
ン
ド
飛
島
の
間
に
海
の
道
が
出
現

は
2
1
世
紀
の
世
界
を
支
え
る
す
る
。
世
界
の
啓
典
の
民
（
ユ

役
割
と
歴
史
が
あ
る
。
タ
イ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
そ
し

は
１
０
０
０
年
の
独
立
を
保
て
イ
ス
ラ
ム
教
）
は
旧
約
翻

っ
て
い
る
政
治
先
進
国
で
あ
書
に
あ
る
モ
ー
ゼ
に
率
い
ら

る
。
会
議
で
は
教
育
、
土
木
れ
た
ユ
ダ
ヤ
の
民
の
出
エ
ジ

利
水
、
交
通
、
通
信
そ
し
て
プ
ト
記
を
思
い
出
す
。
映
画

ら
は
ト
ル
コ
、
南
西
ア
ジ
ア
統
治
な
ど
が
テ
ー
マ
で
あ
　
「
十
戒
」
に
見
ら
れ
る
エ
ジ

か
ら
は
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
る
。
混
沌
乞
す
る
将
来
に
有
プ
ト
の
王
の
軍
勢
に
迫
ら
れ

ア
か
ら
は
タ
イ
、
そ
し
て
東
益
な
内
容
が
具
体
化
す
る
の
た
モ
ー
ゼ
の
眼
前
の
紅
海
に

ア
ジ
ア
か
ら
は
日
本
で
あ
が
楽
し
み
で
あ
る
。
　
　
　
海
の
遺
が
出
現
し
て
無
事
に

る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
す
ば
ら
し
　
何
故
に
飛
島
な
の
か
。
「
西
脱
出
で
き
る
物
語
で
あ
る
。

い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
　
の
地
中
海
、
東
の
瀬
戸
内
海
」
　
海
の
道
の
出
現
す
る
飛
島
に

　
世
界
が
日
本
に
関
心
を
持
が
答
え
で
あ
る
。
歴
史
の
覇
は
世
界
的
普
遍
性
が
あ
る
。

っ
て
い
る
３
点
が
あ
る
。
「
何
者
は
交
通
の
大
動
脈
と
し
て
　
　
現
在
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て

故
に
平
均
寿
命
が
世
界
一
な
の
海
を
制
し
た
者
で
あ
る
。
主
宰
さ
れ
て
い
る
世
界
遺
産

｢世界未来遺産｣会議ln飛島ﾆｺﾛし~
は
ハ
ー
ド
中
心
か
ら
ソ
フ
ト

面
も
重
要
視
し
て
き
て
い

飛島の砂洲（笠岡市提供）

岡
山
県
国
際
貢
献
推
進
条

例
が
２
０
０
４
年
に
石
井
町

事
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
。

国
境
を
超
え
る
福
祉
で
あ

る
。
岡
山
県
の
意
志
で
あ
る
。

岡
山
県
の
基
礎
自
治
体
が
国

境
を
超
え
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
す
る
正
統
性
の
礎
で
も

あ
る
。
笠
岡
市
は
社
会
福
祉

協
議
会
や
商
店
街
が
中
心
と

な
っ
て
、
東
日
本
大
儒
災
の

被
災
地
で
あ
る
、
ご
縁
の
深

い
南
三
陸
町
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
る
。
ほ
と
ば
し
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
ー
ー
・
で
あ
る
。
「
世

界
未
来
遺
産
」
会
議
ｌ
ｎ
飛

こ
と
は
世
界
平
和
に
と
っ
て
島
を
可
能
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ

大
い
な
る
前
進
で
あ
る
。
　
１
で
も
あ
る
。
海
、
陸
そ
し

る
。
し
か
し
、
歴
史
が
刻
ま
　
二
方
、
「
世
界
未
来
遺
産
」
　
て
空
の
３
つ
の
遺
は
過
宍
、

れ
た
石
の
文
化
が
圧
倒
的
に
は
歴
史
に
学
ぶ
智
慧
と
い
う
現
在
そ
し
て
未
来
へ
の
遺
で

有
利
で
あ
る
。
松
浦
ユ
ネ
ス

コ
前
事
務
局
長
に
よ
っ
て
定

期
的
に
改
修
さ
れ
る
石
で
な

い
文
化
も
対
象
と
な
る
よ
う

に
な
っ
た
。
世
界
遺
産
指
定

に
よ
り
そ
の
文
化
を
創
造
し

た
集
団
に
敬
意
が
払
わ
れ
る

ソ
フ
ト
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
は

改
良
で
き
、
応
用
が
で
き
る
。

お
互
い
の
歴
史
の
叡
智
を
理

解
し
合
い
、
活
用
し
合
う
こ

と
に
よ
り
「
尊
敬
と
信
頼
」

の
人
間
関
係
を
剔
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

も
あ
る
。
３
つ
の
道
の
あ
る

笠
岡
市
か
ら
世
界
に
「
世
界

未
来
遺
産
」
と
い
う
新
機
軸

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
発
信
さ
れ

る
新
春
の
夢
が
正
夢
に
な
る

こ
と
を
祈
り
た
い
。
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グ
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